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に至っては，大学でのみ行われる知的財産教育にか
かるまもなく，社会に出て行くことになる。日本で
ベンチャー企業を立ち上げようとする者の多くは，
大学を経ずに社会人になったものが多い現状におい
ては，高校での知的財産教育こそが，最も重要では
ないのかと考える。折しも，小中学校では「ゆと
り」を重視した教育方針で進められた子どもたちの
学力が急速に低下したとの調査もある。
　ところで，商業教育は生きる力という生涯学習の
基礎的な資質の育成を重視したものであり，その目
的は，「商業の各分野に関する基礎的・基本的な知
識と技術を習得させ，ビジネスに対する望ましい心
構えや理念を身に付けさせること」にある。わが国
は 2002年に国家戦略として知的財産戦略を宣言し，
知的財産立国に向けた取り組みが始まったが，商業
教育の分野でも，知的財産教育の推進がこれからの
社会を生き抜く力となっていくことと考えられ，
マーケティング活動のアプローチから商品開発教育
を構築した。
　こうした現状を鑑み，知的創造教育が重要なキー
ワードとして，21世紀の経済基盤を支えるビジネ
ス人を養成するための方法の開発に向けて，商品開
発教育を提案する。

3． 産業財産権標準テキストの有効活用に関す
る実験協力校としての取り組み

　本校での知的財産教育の実践は，特許庁・発明協
会からの実験協力校として 2年，準備期間を含める
と 3年が経過した。全ての生徒を対象とする知的財
産の基礎的な学習を行った上で，テーマを分けて行
う課題研究の班をつくり専門的な学習に進むことが
できるようにしている。
　実施方法としては，2年次の秋ごろに，「総合的
な学習の時間」のなかで中部経済産業局主催の「特
許教育普及セミナー」を開催し，3年次では，希望
者を募って「課題研究」で「知的財産研究」班をつ
くり，通年で研究活動を行う。3年次の終わりには，

１．はじめに

　今日，知的財産の創出・活用が脚光を浴びている。
音楽や美術，小説や論文，新しい商品の考案などは，
人が創作するという知的作業によって生み出される
ものであるが，音楽や美術，小説や論文などの著作
物には著作権があり，特許や実用新案などの商品や
サービスの考案には産業財産権が認められる。一般
に，著作権と産業財産権をあわせて知的財産権とい
い，世界各国の法律と国際条約で定められ保護され
ている。他人の創作物を利用する場合にはその権利
を保有する人から許諾を得る必要があり，無断で使
用すれば創作者の人格を損なうことになり，さらに
知的創造物が経済的利益を生む場合，許諾を得るた
めには，その対価を支払う必要がある。こうした制
度のもとで，文化や産業の発展が守られている。
　このような重要なものであるならば，誰もが広く
普遍的にその知識を身に付ける必要がある。しかし
ながら，知的財産教育をどのように推し進めていけ
ばよいのか，という議論はまだ多く出てこない。言
葉の響きはよいが，では，いつ，どこで，だれが，
どのように広めていくのかという教育内容はまだ形
成されていないと言ってよい。そこで本稿では，こ
れら問題提起に基づき，今，なぜ知的財産教育なの
か，高校ではどのような教育活動ができるのかを検
討し，いくつか実践事例を取り上げながら，商品開
発教育のあり方について考究を進めたい。

2．商品開発教育の提案

　知的財産教育を推進するに，大学教育から出発す
るのではあまりにも遅いと思われる。大学に進学す
るにあたり，進学向けの普通科高校では，今日にお
いても偏差値に振り回され，その教育目標は極言す
れば，いかに入学試験で点数をとって合格するかだ
けにかかっており，そのような生徒が大学生になっ
て急に創造性を生むことができるかと考えると，疑
問である。さらには，高校を卒業して就職する生徒

知的創造力を育む商品開発教育の提案と実践
ー知的財産教育の一環としてー
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次の 2年次生徒と合同で報告発表会を行い，3年生
どうしの成果の共有と，2年次生徒への伝達を行う。
　知的財産研究班の過去 3年間のテーマは次のよう
に変遷してきた。
・平成 15年度　知的財産権を学ぶ（研究文：「知的
財産権を学ぶ～特許・登録商標をとるための実
務～」）
・平成 16年度　駅前商店街の商標調査と商標を活
かした活性化（研究文：「知的財産権を学ぶ～三重
の商標の実態調査と分析～」）
・平成 17年度　ユニークな商標の創出とそれを活
かした商店街の活性化（研究文：「知的財産を活か
したオリジナル商品開発～おいしくって　ほれ茶っ
た～」
　年間計画としては，1学期に産業財産権標準テキ
ストを活用して，商標全般を学び，企業の協力を得
て，実際に商標出願を体験する。1学期末から夏休
みには，問題提起を行って研究文とプレゼンテー
ションを作成し，報告発表を行う。2学期から 3学
期にかけては，報告発表の検証を行うとともに，次
年度への引継ぎ事項を検討することを行ってきた。

4．実践の概要

　四日市商業高校では，平成 14年度に行った
「オープンセミナー」での知的財産講座を皮切りに，
平成 15年度から「課題研究」の授業で「知的財産
研究（知的財産を学ぶ）」を開設し，平成 16・17年
度には実験協力校の指定を受けて教育実践を進めて
きた。生徒にとっても，指導教員にとっても，ゼロ
からのスタートであったため，紆余曲折の連続で
あったが，発明協会三重県支部をはじめ，三重大学，
名古屋市立大学ほか，多数の関係機関，関係者の皆
様のご指導ご尽力を得て，この 3年間には生徒に光
があたることも多かった。
　わずか 4～ 5年前のことだが，当時，知的財産と
いえば大学や企業で行うものという先入観があった。
それが高校教育，とりわけ商業高校での教育として
果たして成立するのかという担当教諭の問題提起か
らスタートした。既存の授業科目での検討を行った
が，学習指導要領で定められた各教科・科目の内容
は，教科工業を除けば，既設の科目で採り入れるの
は困難が感じられた。わずかに，商業の科目である
「会計」に，「特許権」などの用語が登場するが，し
かし，この科目の範疇で知的財産教育を行うことは

簿記検定の合格を目指すという目的から大きく外れ，
到底無理である。そこで試行として「オープンセミ
ナー」で知的財産講演会を行ってみることにした。
オープンセミナーは，身近な生活知識から高度な専
門分野まで単発の多数の講座を設けて，生徒が自由
に選び参加するという形式であったが，弁理士を迎
えての講演に，水準の高い内容であったにもかかわ
らず，数名の生徒の出席をみた。参加生徒からは，
全般に良好な感想が寄せられ，翌年度から年間を通
して行う課題研究の 1テーマとして開設する弾みと
なった。
　課題研究の知的財産研究班には，オープンセミ
ナー受講生徒から第 1期メンバーを迎えた。課題研
究は，商業に関する学科をはじめ，専門教育を行う
課程では，原則履修科目とされ，専門分野を深化す
るものとしてその意義は大きい。①調査・研究・実
験　②作品制作　③産業現場等における実習　④職
業資格の取得の 4つの柱が決められているが，知的
財産研究は，そのうち，④の職業資格取得を除いて，
その目的を十分に満たすことになる。
　こうして，3年間にわたり 3年次生徒をメンバー
に迎え，生徒の「知的財産」研究とともに，担当教
諭の「知的財産教育」研究を進めてきた。実は，当
初は「知的財産権」と称していたのだが，いつのこ
ろからか「権」の文字が消え，「知的財産」に移り，
さらには，「知的創造」という言葉に代わりつつあ
る。これは取りも直さず，法的手続きや制度を学習
するのではなく，自ら体験し創造するという学習へ
の内容変化の現れである。そして，知的財産教育の
一環としての「商品開発教育」を提案するに至る。
知的財産教育の切り口は，商業・工業・農業・水産
等の各分野で多面的に考えられるが，工業等での有
形物の考案に対して，「ものつくり」で代表される
のに対し，商業では，商品のネーミングやデザイン，
販売方法などの「企画・サービス」といった無形物
が代表することになろう。ビジネスモデル特許など
は，商業高校での知財教育の最先端であると言える。

5．生徒研究発表

　高校の文化祭や大学祭などにおいて，飲食物や雑
貨品などの模擬店は，多くの生徒・学生にとって大
きな関心事である。商品の選択から始まり，価格設
定や販売手法などの工夫を通して，実社会の経済現
象を体験的に学ぶ機会でもある。売上高や純利益，
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あるいは売れ残り在庫といった具体的数字はその評
価を示しており，わずか数日のイベントに多くのエ
ネルギーを費やすことになる。
　生徒研究においては，商品の「知的財産」をめ
ぐって，年間を通した [生産 ][流通 ][消費 ]という
フローのなかで，販売者あるいは消費者の立場で商
品の価値を見出すことを目的とした。

⑴特許・登録商標をとるための実務
　社会の話題を集めた「阪神優勝」の商標登録をめ
ぐる話題から，知的財産制度について概観し，実際
に特許庁に対して出願するための手法を学習した。
特許庁への出願は，高度な書類作成が必要で，弁理
士などに依頼しなければできないかと思われがちだ
が，一定の知識があれば高校を卒業してすぐに企業
に就職する者も即戦力として活躍できることがわ
かった。
　身の回りの商品から，登録商標の表示状況や事例
研究として「ゆかり」という商品の一般名称化阻止
に向けての企業の対応などを調査し報告書にまとめ
ている。

⑵三重の商標の実態調査と分析
　知的財産権としての商標を説明するために，3種
類の緑茶のペットボトルを用意した。1本めは購入
したままの状態，2本めはラベルシールをはずした
状態，3本めはラベルはそのままで中身を入れ替え
た状態で示し，商品の出所表示，品質の保証，広
告・宣伝の三機能があることを証明した。
　次に，実際に大型量販店の食料品売り場で商品の
試買調査を実施し，検討を行った。商標を意識しな
がら調査者は 1人あたり 1,000円程度で自由に買い
物を行い，購入品の商標の実施状況，登録状況を調
査した。その結果，商標の表示である「TM」や，
登録商標を示すⓇマークの表示は 72％であった。
また，試買品の製造・販売会社の所在地は，東京都
が 74％と圧倒的に多く，大阪府 7％，三重県をはじ
め，兵庫県，広島県は 3％と低いことがわかった。
三重県産の商品が少ないのはなぜなのかを解明する
ため，大型量販店において三重県に所在する製造業
者の商品を探して購入した。その結果，購入商品は
全般に地味でシンプルなデザインであり，商標登録
に至っては皆無に近い状況であることが判明した。
特に，高校生にとっては興味を示す商品は極めて少

なく，デザインやネーミングの重要性が浮き彫りと
なった。ネーミングについては，類似した 2社の会
社名から，両社に問い合わせを行い，商標に対する
意識を聞き出したが，消費者の立場になって惑わさ
れない配慮が必要であるとの意見を述べている。
　また，商品の購入場所として，大型量販店だけで
はなく，旧来の商店街の現状に目を転じ，チャレン
ジショップの試みや，商業高校が商店街に開設した
販売店も視察した。その結果，商店街の賑やかさに
は大きな差異があること，都市再開発によって整備
された一見近代的な商店街でも必ずしも人の流れは
多くなく，かえって古びた商店街の方が人情味が
あって活気があることもわかった。
　これらのことから人々が親しみをもてるユニーク
な商標を創出して付加価値を高めて人々の流れを取
り戻し，商店街を再生・活性化しようとする提案を
行った。

⑶知的財産を活かしたオリジナル商品開発
　「三重の商標の実態調査と分析」では，三重県産
の商品はまだ認知度が低いことを指摘し，これを受
けて「地産地消」を目指して，三重の良さを活かし
た特産品を用いてオリジナル商品を開発・販売する
ことにした。有名な三重の特産品のうち，日常生活
でもなじみ深い伊勢茶に着目し，地域でとれるおい
しいお茶でオリジナルのペットボトル商品を開発し
販売することになった。
　商品化を進めるため，まずは，素材が，どのよう
な環境で，どのように育てられ製茶されているのか
を知る必要がある。そこで，茶農協の協力を得て，
四日市市水沢町の茶畑に実際に出向いて，茶摘み体
験や製茶体験を行った。
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　商品化計画の第 1弾として，ネーミングを検討し
た。自由に生徒各自が KJ法で商品名を提案し，そ
れを書き出してみた。いくつかの案が挙がるなか，
ある生徒は「商品に対して良い印象を持たせ，消費
者の購買の促進するうえで，いかに商品名が大切な
役割を担っているが分かってきました」と述べてい
る。「消費者の注目を引き，お茶に対しておいしそ
うなイメージを与え，高校生らしさが伝わる商品
名」を検討した結果，商品名を，『おいしくってほ
れ茶った』に決定し，その商品名が他社製品と重複
していないか，特許庁のデータベースで調べた結果，
この商品名の重複はなかったので，本校のオリジナ
ル商品として『おいしくってほれ茶った』を特許庁
へ商標出願することにした。
　ネーミングが決まると，次にシュリンクのデザイ
ンに移り，まずペットボトルの市場の規模とデザイ
ンの傾向を知るため，全国各地で実際にペットボト
ル製品の収集調査を行った。当初，既存商品と差別
化を図るデザインとして，人々の注目を集めるデザ
インを目指して，デザインカラーの考案を進めた結
果，紺・ピンク・緑の 3つの案に絞られ，この 3色
のなかから，生徒の間では，一旦，ピンクを基調と
したパッケージで意見がまとまった。「ピンクは，
『高校生らしさ』を出せて，ネーミングのイメージ
にも合い，ぱっと見て目立つ色だと思ったからで
す」との意見が出る一方，しかし，「それに決定す
る前に，まずこれら 3つのデザインの中で，どの色
が好まれるのか，アンケート調査を行ってみる」こ
ととなり，その結果，最も好まれた色は，ピンクで
はなく，緑であることが判明した。また，緑茶の
パッケージにピンクを使用することは消費者が良い
印象を持ちにくいことがわかった。生徒らは，もう
一度，デザインカラーを考え直すことにし，そこで
緑茶ペットボトルに対する消費者の考えを知るため
に，アンケート調査を実施することになる。これら
の結果を踏まえた上で，もう一度パッケージの色を
話し合い，意見をまとめた結果，「緑茶に対する
人々のイメージは緑色で，ひと目でこの商品が緑茶
だと認識してもらうためにも，パッケージは緑色が
良い」という結論に達し，「おいしくってほれ茶っ
た」のパッケージを緑色を基調とすることに至った。
　次に，字体・ロゴを考えることになった。まず，
ロゴによって，買い手にどのようなイメージを与え
たいかをまとめることにし，ここでも，「高校生ら

しさを出したい」と，「丸文字や，形を崩した文字，
そしてハートマークをつけるのが良い」という提案
があり，イメージ画を作成した。しかし確かに「高
校生らしい，かわいい」と思われるイメージのロゴ
ではあるものの，緑茶のイメージがわくかという点
で検討すると，「丸文字や崩れすぎた文字では緑茶
に適さないのではないか」，また，「真っ赤なハート
マークも，パッケージの色とは合わない」との意見
が出て，再度検討することになった。緑茶といえば，
「和」というイメージがあることも意見が出された。
そこで，もう一度デザインカラーを考える際に全国
から集めた緑茶ペットボトルのパッケージに注目し
て，字体は主に毛筆体・楷書体等が緑茶のイメージ
にふさわしい物ばかりでもあることにも気付き，そ
こでデザインカラーの検討と同様に，消費者の抱く
イメージを大切にしたいと考え，「高校生らしさを
出しつつも和風なロゴはどんなものだろう」と，試
行錯誤を重ねることになる。そしてやっとこの条件
に合うロゴにたどりつき，「これなら，どの世代に
も受け入れやすいロゴだと思います」と述べている。
　早速，このパッケージデザインのイメージ図を
ペットボトルの製造業者に送り，その数日後，業者
からデザイン案が届いた。しかしそのかけ離れた感
覚に，生徒は驚く。字体も色も，生徒たちの要望と

パッケージデザイン　最終案
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は全くかけ離れたものだったからである。その原因
は，関係者のコミュニケーション不足であることに
気付き，この反省から生徒たちは，自分たちの要望
がより正確に伝わるよう，今度は直接話をすること
により，コミュニケーションを図ることにした。こ
うして業者側は生徒たちの希望のデザインを理解し，
その後もそれらの図を基に推敲・修正を重ね，つい
に生徒たちも納得できるデザインが完成を迎えた。
　8月下旬に商品が完成，販売計画を立案した。売
価を決定するために原価計算を行なった。製品原価
のほか，入出庫料や保管料から 1本の原価は，
125.74円となり，1本の売価を 130円以上にするこ
とにした。製品原価が決まり，いよいよ実際に製造
を開始する。生産の 1ロットは 24,000本で，その
ラインの一部で，9,696本を製造することを決定。
四日市市の商店街では，市役所の協力を得て，空き
店舗の店頭を借用して，生徒自ら経営する計画を立
てることにした。「実際に販売するのだととてもわ
くわくしました」という期待感と同時に，「店舗を
設けて販売することは初めての体験です。いったい
どのように行えば良いのでしょうか」という緊迫感
が立ち込める。そのヒントを得るため，実際に県外
で高校生が経営している店に出向いて視察すること
にし，お邪魔した県外の商業高校 SHOPから，陳
列や接客など，生徒たちは参考にしたい点を多く発
見したようである。「これを活かして地域と一体化
した，親しみのわく販売方法を目指して販売計画に
取り組んでいきたい」と述べている。
　こうした一連の取り組みを通して，生徒が体感し
たまとめが 4点ある。①商品の製造過程を見ること，
②デザインの奥深さ，③ネーミングの難しさ，④商
標登録。「私たちは，消費者に信頼される商品をめ
ざして販売活動を頑張ります。みなさんも，ぜひ，
『おいしくってほれ茶った』をお飲みくださ
い！！」と，全国産業教育フェアで行われた生徒商
業研究発表大会で自信をもって語った発表が印象的
である。
　販売実習は，各地のイベントや商店街での店頭販
売を行った。また校内でも文化祭でも販売店舗を設
けた。本校の文化祭では，模擬店での販売に，デポ
ジット制を採り入れているが，これはゴミの散乱防
止のため，容器に 50円の預かり金の上乗せをつけ，
回収時に返すという方法である。しかし，『おいし
くって　ほれ茶った』の販売は，生徒の手によって

デザインされたペットボトルを家まで持ち帰ってほ
しいとの願いから，その制度の適用を取りやめるこ
とにした。その意思決定過程には，ゴミが校内や通
学路などに散乱したら困るという葛藤があった。結
局，当日はそのような心配は全くの杞憂に終わり，
楽しく，さわやかな文化祭づくりに貢献した。
　当日の販売数量は，授業での販売数量を大きく上
回り，1日で 20ケース，約 500本に上り，生徒 2
人に 1本は購入したことになる。これだけ大量の
ペットボトルの消費がありながら，最大の特徴は，
飲み終えたペットボトルのゴミが 1つも出なかった
のは特筆できる。「ペットボトルのデザインがかわ
いい」ので，皆が家まで持ち帰って記念に残してく
れているようである。文化祭終了後，校内のゴミ箱

生徒商業研究発表大会にて



̶ 24 ̶

やバス停や駅までの通学路も見回りを行ったが，
ペットボトルのゴミは全くなく，本校オリジナル商
品の開発を行ったことだけが成果ではなく，ゴミが
全く出なかったことが誇らしく，学校だけでなく，
地域の商品への愛着をどう生むかが商品開発教育の
重要な鍵であると気づかされる。
　工業高校や農業高校では，ハード面でのものつく
りを主眼としているのに対し，商業高校では，ネー
ミングやデザインなどのソフト面でのものつくりが
主眼となる。共通して資金の確保や，商品の流通，
課税の問題など，クリアしなければならない様々な
問題が多いが，まだこうした経験の蓄積が少なく，
金融機関や税務当局など関係機関への理解促進に協
力を得たい。

6．まとめにかえて

　知的財産教育の一断面として商品開発教育があり，
商業高校教育での重要課題である。今日の学校教育
に求められるのは知的創造の力を養成することであ
り，「商品開発教育」を含む「知的財産教育」が，
学校での教育内容に発展する起点と意義を見出し，
筆者の教育指導実践から，ビジネスプラン･起業家
養成の視点をもって，知的財産教育の実践を報告
した。
　平成 17年度は，全国生徒発表大会に出場するこ
とができ，一定の成果を生んだ。一方でまだ充分な
検証作業は完了していないが，今後，「知的財産を
活かしたオリジナル商品の開発の検証と地域への普
及」をテーマで作業を進める予定をしている。
　ところで，この間には，OECDの国際学力調査
報告が出され，日本の子どもたちの学力が低下して
いるとの問題がクローズアップされている。これを
うけて，近年の教育課題の功罪が問われるように
なったが，他方，学校教育自体が学力低下の原因で
あると結びつけるのは早計であるとの意見もある。
確かに近年の日本の子どもたち全体の学力低下は否
めない事実であるようにも感じるが，OECDのい
う学力低下は，単に知識の量の不足を述べているの
ではなく，様々な事象の理解や応用といった総合的
な学力の低下を指摘しているのであり，むしろ，課
題研究や「総合的な学習の時間」こそが，その解決
の糸口になるのではないかと考えてもよいのではな
かろうか。その方法として，知財教育があるのだ。
近年，既存の教科教育から脱皮して，「環境教育」

「福祉教育」「情報教育」といった新しい領域の教育
が産み出されてきたが，「知財教育」は，それらを
統括する位置づけである。こうして考えてくると，
商業高校だけでなく，現代日本の教育改革の牽引役
であることがわかってきた。
　さらには，「知的財産教育」という言葉が生徒に
とっても，教員にとってもやや硬い感じがする。も
う少し身近な，やわらかい言葉で定義できたらよい
のではないかと思っている。
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